
 

 

 

 

 
 

《 ご挨拶 》 
東日本大震災から４ヶ月がたちました。東北地方の人々の力強さには頭が下がります。しかし、この強

さに甘えてはいけないと思います。まだまだ復旧・復興に時間も支援も必要です。裾野市では東日本大震

災災害支援としてボランティア活動の支援助成金・ボランティアバスの運行事業を行うこととなりました。 

被災者の方々が一日も早く安心して暮らせるように・・・ 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
  

  

  

議議員員徽徽章章
き し ょ う

（（議議員員ババッッチチ））  
市民の負託を受けていることの証です。議場や公務の際には必ず着用します。 

このバッチを身につける時は、気を引き締め、背筋をピンっと張らなくては！    

という気分になります。自宅では桐の箱に入れて大切に保管しています。 

 

真ん中に『市』の文字。市会議員の『市』です。近隣市でも同じ議員徽章を使用しています。 
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 http://www2.ocn.ne.jp/~kamo163/ 

無所属★市民派 

  

６月定例会 かも 博美 の一般質問 
 

美しい街並みを形成するためのパートナーシップの活用について 

 
東日本大震災の教訓を受けた防災教育の取り組みについて 

 

市民が公園等の公共施設の管理していくための行政の支援体制は？ Ｑ 
『パートナーシップ事業』および『きれいなまちづくり推進事業』を７月より実施。

『きれいなまちづくり推進事業』により備品や消耗品を支給し、支援を行う。 

支援を行う。 

きれいなまちづくりのために、自宅前の歩道や河川敷に花を植えたりする方など、個人への応援は？ Ｑ 
Ａ 『きれいなまちづくり推進事業』は公共空間の管理が対象。市民協働意識の向上、 

社会貢献の育成、地域とのつながり等の効果を勘案すると個人への応援は難しい。 

Ａ 
Ｑ 幼・保・小・中学校における防災教育・防災訓練の現状は？ 

東日本大震災から学んだ教訓とは？ 
Ｑ Ａ 

教員の立場としては、子供たちの安全をいかに守るかという判断力が必要。 

子供たちへは危機回避能力の育成が必要と考える。そのためにも、いくつもの災害 

が重なって起こった場合等を想定した複合的な訓練を行っていきたい。 

火災と地震対策を中心した避難訓練を実施。地域の防災訓練への参加も呼びかけている 

 市民が自分たちのまちを美しくするために活動することに、行政はどのような 

支援をしていくのか？ 

 災害時に自らの安全を確保するために行動できるよう、さらには地域の安全にも役立てるなど 

の防災対応能力を養う防災教育の取組みが見直されています。 

Ａ 

  

市市議議会会ののああれれ？？ここれれ？？  

http://pepero-web.com/icon/icon_mmo10.html
http://pepero-web.com/icon/icon_mmo10.html


  
 

 
 

ボランティアバス運行事業（１２０万円） 裾野市より社会福祉協議会へ委託。 

一回に５０名（バス２台）全３回で被災地での物資の仕分け・瓦礫
が れ き

の撤去等の被災地支援事業を実施。 

 
 
 
 

 

東日本大震災ボランティア活動支援助成金（３０万円） 
被災地でのボランティア活動を支援するため、活動に参加する市民に対し、３０００円／人 

（※団体の場合は上限６万円）の助成金を交付する。 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、裾野市議会では平成２２年１２月より特別委員会を設置し、『議会改革』に向けて、様々な 

検討が行われています。各会派からの代表８名が２グループに分かれ、活発な議論を行っています。 
 

★ 市民の声を聞き、市民へ情報発信のできる議会。 

★ 議員同士での議論が活発に行われる議会。 

★ 行政と議員の良好な緊張関係がある議会。 

★ 上記を実行するための関係例規等の見直し。 
   

議会改革の中で、一般質問の方式が問題となっています。 

  

 

 

 

 

 
 

 

近隣市町（長泉町・清水町・御殿場市）の６月定例会での一般質問を傍聴してきました。 

皆さんに分かりやすく、裾野市らしい方式を取り入れたいと思います。 

 

 
 

６月定例会にも多くの方が議場に足を運んでくださり、本当にありがとうございました。 

次回の９月定例会は８月３０日より開会いたします。平成２２年度の決算審査が主となります。 

これから夏本番。益々暑くなりますので、お体には十分お気をつけてお過ごし下さい。 

日 程 活動先 行 程 申込み締切り 

７月２２日（金）～２４日（日） 岩手県山田町 （金）夜 裾野市出発 

（土）朝 現地到着 

   夜 現地出発 

（日）朝 裾野市到着 

７月１２日（火） 

７月２９日（金）～３１日（日） 福島県相馬市 ７月１９日（火） 

８月 ５日（金）～ ７日（日） 岩手県山田町 ７月２６日（火） 

議 会 報 告 

  

 

編集後記 

東日本大震災 災害支援事業 

今回の震災は甚大な被害であり、持続性のある支援が必要

である。そのために活動する市民への支援である。 

ボランティアには有償という考えもある。 
 

 

ボランティアとは無償奉仕の精神ではないのか？ 

市内で活動する無償ボランティア等との整合性はどのように考えるのか？ 

議会改革等特別検討委員会 

 

 

質問１．２．３．… 

答弁 

質問１．について 

質問２．について 

質問３．について…  

質問１． 

答弁 質問１．について 

質問２． 

答弁 質問２．について 

《一括質問方式》（裾野市） 

 

 

《一問一答方式》（長泉町・清水町・御殿場市等） 


